
 

 

＜議題①：台風 15 号における鉄塔及び電柱の損壊事故の原因調査、今後の対応について＞ 

 

○鉄塔周辺の風況・風向把握用のセンサーの設置に関しては、その寿命

対効果を考慮して、センサーの設置期間を設定するべきではないか。 

※鉄塔の寿命に匹敵する恒常的なセンサシステムを設置する必要は

なく、風況把握という目的に鑑みれば、５年程度のデータの蓄積で有

意義なデータが得られるのではないか。 
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